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表意文字である漢字どうしが結合して語形成を行う日本語などの言語では，英語などの言語と比べて独特のパ

ラフレーズが生れる可能性があり，パラフレーズを抽出する手法としては，その可能性も考慮する手法が望ま

しいといえる．そこで我々は，漢字をインデックスの単位とする情報検索を利用したパラフレーズの抽出手法

を提案する．本論文では，手法を具体的に述べるとともに，構築したシステムで実際にパラフレーズの抽出を

行う．その結果，単語の置き換えや統語的な変形では抽出できないパラフレーズが抽出できた．
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This paper proposes a Japanese paraphrase extraction method using information retrieval techniques in
which a Kanzi (Chinese character) is used as index terms. Since a Kanzi is an ideograph, two expressions
sharing the same Kanzis tend to share the same meaning. Using this characteristics of Japanese, our
method succeeds to find paraphrases which can not be found by replacing words nor changing syntactic
structures. A preliminary experiment is described and its results are discussed.

1 はじめに

近年，パラフレーズ / 言い換え表現（以下，
パラフレーズ）が注目され始めている [1]．パ
ラフレーズは，異なる表現に対する意味的等価

性の判定を必要とする情報検索，情報抽出，要

約などさまざまな分野で応用が期待されるだけ

でなく，どのようなメカニズムによってパラフ

レーズが生成されているのかという言語学的関

心もあり，これを研究することは非常に意義が

あると考えられる．

しかし，一方でパラフレーズを行う目的を明

確にする必要であるという指摘もある [2]．パ

ラフレーズの研究は得られたパラフレーズをど

のように利用するかという目的をはっきりとさ

せなければ正解が客観的に規定できず，評価が

困難となる．

そこで，我々は情報検索において，パラフレー

ズを使用してクエリと文書の間での意味的等価

性の判定し，検索性能の向上を図ることを目的

としたパラフレーズの抽出を目指すことにした．

パラフレーズに関する先行研究として，[3]や
[4] がある．前者は情報検索において，変形規
則によるパラフレーズで索引語を拡張すること

で，再現率を向上させている．一方，後者はパ
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ラレルコーパスからパラフレーズと変形規則を

自動的に獲得する手法を提案しており，両者と

も興味深い．

これらの手法は主にパラフレーズ (特に純粋
に言語の問題として解決できるパラフレーズ)
を，

• 語彙的なパラフレーズ (「手法」⇀↽「方

法」 など)

• 形態–統語的なパラフレーズ (「花子の考
え」 ⇀↽ 「花子は考えた」 など)

• 統語的なパラフレーズ (「太郎のカバン」
⇀↽ 「太郎が持っているカバン」 など)

に分けて考えている．しかし，[5]では，複合語
の語形成に関して，日本語においては，特に英

語に基づく分析に見られるような，独立性のあ

る語どうしの組み合わせだけでなく，表意文字

である漢字（一字漢語）が結びついて複合語を

形成する特性が挙げられている．したがって，そ

の日本語の語形成の特性から独特のパラフレー

ズ生成の可能性が考えられる．そこで，本論文

では漢字を単位とする，日本語の語形成を考慮

したパラフレーズの抽出手法を提案する．

2 概要

2.1 問題の設定

パラフレーズの抽出を行う上で，入力と出力

の問題設定を以下のように規定した．

入力 複合名詞，もしくはそれらが「の」で結

ばれたもの

出力 入力と意味的に類似する表現のリスト

入力を複合名詞，もしくはそれらが「の」で

結ばれたものとしたのは，本手法が長い文のパ

ラフレーズ抽出には向いていないという判断の

ためだが，実際の情報検索のクエリからみて，

それ程不自然なものではないと考えられる．

2.2 手法の概要

図 1にシステムの構成図を示す．本論文で提
案するパラフレーズの抽出システムは 3つの要
素からなる．

• 入力を検索要求文として情報検索を行い，
パラフレーズの候補を検索する．

• 各候補に JUMAN+KNP[6] で係り受け
解析を行い，入力の意味内容を保持して

いるかを調べ，適切な形へ変形する．

• 各候補にスコアを付け，順位付けして出
力する．

入力（文字列）

出力（リスト）

索引化 係り受け解析

順序付け

整形処理
検索

図 1: システム構成

本システムでは，情報検索の索引語として漢

字を単位としているのが特徴である．これに関

しては次節で詳しく述べる．

3 漢字インデックス

本論文が提案するパラフレーズの抽出手法は，

情報検索の技術を利用している．情報検索にお

ける索引語の単位としては形態素が用いられる

ことが多いが，本論文では漢字を索引語の単位

として用いる．

これは日本語の語形成の特徴と共に，表意文

字である漢字は，それ自身である程度の意味を

保持しているという考えに基づくものである．
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3.1 索引付けの方法

索引語は索引付けする対象を JUMAN[7] で
形態素解析し，名詞，動詞，形容詞，副詞，お

よび未定義語と判定されたものの中に表われた

漢字のリストとして生成される．ただし，以下

にような例外を設ける．

1. 外来語であると思われるカタカナ語は漢字
としては表せないが，強い意味内容を持つ

ものとして，そのまま利用する．

2. 数詞は時として情報検索で重要な情報をも
たらすが，今回はさまざまな言い方を抽出

することが目的であるので，＜数＞という

概念で数詞を抽象化する．

3.2 重み付けの方法

次に，索引語に対する重み付けを説明する．

一つの単語を複数の漢字に分割した場合，元の

単語に対する各漢字が持つ意味の強さは均等で

はない場合が考えられる．したがって，元の単

語と漢字の意味を考えて適切な重み付けを行う

必要がある．

日本語においては，右側主要部の規則が挙げ

られるが，これは実際の意味支配とは異なるも

のである．そこで我々はシソーラスを利用して，

以下の方法で重み付けを行った．

1. 日本語語彙体系 [8]で，索引語を生成する
際に得られた形態素が含まれている意味ク

ラスを探す．

2. その意味クラスに属する他の単語を探し，
各単語の漢字の出現回数をカウントする．

3. 分割対象の形態素の各漢字が何回カウント
されているかの比を計算し，それを正規化

したものをその漢字の重みとする (今回の
実験では 1形態素からできる索引語の重み
の和が 20 になるように正規化した)．

3.3 索引語の拡張

また，これに加えて，シソーラスを利用して

以下の方法で索引語を拡張した．
漢字の場合

Te = {cC |freq(cC) > freq(cmaxInput)

or cC がカタカナ語 }
カタカナ語の場合

Te = {cC |max freq(cC)}

Te · · · 拡張する索引語集合
C · · · 元の索引語が属する意味クラ
ス

cC · · ·C 内に現れる漢字
freq(t) · · · t の出現回数
cmaxInput · · · 入力中で着目してい
る形態素の中で，最も出現回数の

多かった漢字

つまり，漢字の場合は元の索引語が属する意

味クラスの中で，元の索引語で最大の出現回数

の漢字より多く出現する漢字を索引語に加え，

さらに同意味クラス中に出現するカタカナ語も

索引語に加える．一方，カタカナ語の場合は意

味クラス中で最も多く出現する漢字を索引語に

加える．これは，カタカナ語は一つの意味クラ

スに一回しか出現しないことを考慮したことに

よる．なお，拡張された索引語の重みは，すべ

て 1 とした．
最後に ‘温泉旅行’という入力があった場合の

インデックス作成例を図 2 に示す．‘温泉旅行’
をまず，‘温泉’と ‘旅行’という形態素に分割す
る．次にシソーラスで ‘温泉’と同じ意味クラス
に属する語を集め，それらの漢字の出現回数を

カウントする．‘温’と ‘泉’の出現回数は 8：22
なので，これを和が 20 になるように正規化し
て ‘温’に 5，‘泉’に 15 の重みを付ける．また，
‘温泉’の中で最頻だった ‘泉’よりも多く出現し
ている ‘湯’ と，カタカナ語である ‘スパー’ や
‘オアシス’などを，重み 1 で索引語に加える．
‘旅行’についても同様に行い，インデックスを
作成する．
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温泉 / 旅行

旅  18
行  16

…

入力

インデックス
湯(1) 泉(15) 温(5) 旅(11) 行(9)
スパー(1)  オアシス (1) ...

意味クラス中の
出現回数

オアシス
スパー

温  8

泉  22
湯  35

村  20

…

水  14

…

…

温泉が属する
意味クラス

温泉郷
ぬるま湯 
温水
霊泉
村落
スパー
オアシス
…

旅行が属する
意味クラス

…

図 2: 索引付けの流れ

4 検索データの作成

パラフレーズ抽出システムを構築するにあた

って，まずは候補を検索するためのデータベー

スが必要である．我々はこのデータベースを新

聞記事から自動作成することにした．これらの

データは汎用連想計算エンジンGETA[9]を利用
して検索する．作成の手順は以下の通りである．

句読点による記事の分割 まず，新聞記事を句

読点あるいは記号で区切り，それを情報検索に

おける検索対象とする．句読点や記号は JU-
MAN を用いて形態素解析を行って判別してい
る．ただし，読点や記号は並列表記にも用いら

れることを考え，‘今日，明日’ のように，その
前後の品詞が同一である場合は並列表記である

として区切らないこととした．

索引付け 索引付けは 3章で述べたように漢字
をインデックスとして行うが，その重みはすべ

て同値 (すべて 1)としている．これは一般の情
報検索と違い，パラフレーズを抽出するという

観点では「何度も繰り返し言及される概念は重

要な概念である」という仮定 [10]が必ずしも成
り立たず，また，入力中のそれぞれ索引語に対

応する語が文書中に含まれているかということ

を重視しているためである．

5 パラフレーズの抽出

本節では，本研究が提案する手法の各々の段

階の詳細と実際の実装方法について述べる．

5.1 パラフレーズ候補の検索

パラフレーズの抽出にあたり，まずは情報検

索を行ってパラフレーズ候補を獲得する．

入力は，3 節で述べたとおり，インデックス
化，重み付け，索引語の拡張を行い，漢字イン

デックスとして表現される検索要求に変換する．

そして，検索要求は GETA に入力し，複数の
パラフレーズ候補を得る．

ここで，検索はベクトル空間法を利用してい

る．類似度の計算は，文書と入力に出現する索

引語の集合を T，T � t である t の重みを w(t)
とし，以下の式で計算する．

Simqd =
T∑

t

wq(t) × wd(t)

ここで，wq(t), wd(t) はそれぞれ，入力と文
書の t に対する重みである．

獲得した候補は，入力と全く同じ表現が含ま

れている場合はそれを除き，整形処理を行う．

5.2 整形処理

次に，検索によって得られたパラフレーズ候

補を JUMAN + KNP によって係り受け解析
し，以下の手順で整形処理を行う．

1.入力の各形態素の概念を含んでいる候補中
の文節を同定する．これは，入力のインデッ

クスとパラフレーズ候補中の漢字の対応に

より行う．

2.パラフレーズ候補が入力の各形態素が表す
概念を含んでいるかをチェックし，マッチ
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ングを行う．すべての概念が含まれていな

い候補は除く．

また，否定表現に留意し，‘非’，‘未’，‘無’，
‘不’及び ‘ない’を否定表現カテゴリとみな
して，これに関してもマッチングを行う．

ただし，二重否定の可能性もあるので，入

力とパラフレーズ候補双方の出現数の偶奇

も考慮した．

3. 入力の表す概念を含む文節とそれらを結ぶ
のに必要な文節を切り出す．

4. 切り出された文字列の終端が適切な形にな
るように修正する．具体的には，助詞の削

除，動詞の終止形への変更などが挙げられ

る．ただし，‘調印が見込まれる’ など受動
態の動詞の場合は，変更は行わない．

この整形処理が行われる例を図 3に示す．

同社が

通話料金を

値下げした

ことで

電話 / 料金 / の / 引き下げ
1 2 3

パラフレーズ候補

1 2

3

入力

通話料金を値下げした

通話料金を値下げする

必要な文節の切り出し

終端の修正

マッチング処理

図 3: 整形処理例

5.3 順序付け

最初に行った検索の返す順序だけでは，パラ

フレーズとしての内容の良さを考えた順序とは

言い難い．そこで，検索でのスコア (Sinitial(p))
と，入力で隣接していた形態素と対応する表現

の係り受け構造での距離 (Dist(i, i+1))を用い

て以下の式でスコアを修正した．

Score(p) =
Sinitial(p)∑

i Dist(ti, ti+1)

このスコアで順序付けを行い，それを最終出力

とする．

6 実験と考察

6.1 実験

作成したシステムを用いて，新聞記事より

パラフレーズを抽出する実験を行った．実験に

は，新聞記事として毎日新聞 3 年分と，入力は
BMIR-J2[13]コレクション中より，人手で任意
に指定した入力を使用した．図 4 に入力の一例
を示す．

収益の減少

塾通いの子供

株価低迷

倍額の増資

個人所得課税の減税

図 4: 使用した入力の一例

一方，出力は順位付けされた候補のうち，上

位 10 フレーズを最終的な出力とした．ただし，
整形にかかる計算量を考慮し，検索を行った時

の上位 50 フレーズまでをパラフレーズ候補と
して整形処理することにした．

6.2 結果

このようなパラフレーズの抽出に対し，どの

ような評価方法をもって性能を測ればよいかは，

非常に判断が難しい．そこで，本論文では実験

によって抽出されたパラフレーズを主観的では

あるが，以下の 4 タイプに大別した．ここで
は，それぞれのタイプを簡単に記す．

1.語彙的，統語的，もしくは形態–統語的な
パラフレーズ
例)
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• 収益の減少 → 経常利益が減少

• 塾通いの子供 → 進学塾に通う子供

• 株価低迷 → 株価の低迷

• 個人所得課税の減税 → 個人所得課税の
負担軽減

2. 複数の形態素が表わす概念が一つの形態素
へと凝縮されるなど，単語の置き換えでは
抽出できないパラフレーズ
例)

• 収益の減少 → 減収減益

• 塾通いの子供 → 通塾の子供

• 倍額の増資 → 出資額倍増

3. 場面によって，パラフレーズとして適格か
否かが分かれるもの
例)

• 収益の減少 → 二期連続減収・減益

• 塾通いの子供 → 子どもは大手塾に通わ
せる

• 株価低迷 → 低迷株価

• 倍額の増資 → 貸付限度額の倍増

4. パラフレーズとはいえないもの
例)

• 収益の減少 → 学生人口減少分の収益

• 倍額の増資 → 高額商品の輸出増加

• 個人所得課税の減税 → 所得税減税など
個別

6.3 考察

実験の結果，いくつかの興味深いパラフレー

ズが抽出できたと考えられる．特に，2に分類し
たパラフレーズは，日本語における語形成の特

徴に沿うもので，本手法における漢字インデッ

クスが有効に機能していると考えられる．

一方， 3 に分類したものは判断が難しい．例
えば，‘塾通いの子供’と ‘子供は大手塾に通わ
せる’では，前者は ‘子供’という人間に力点が
置かれているのに対し，後者は ‘通わせる’とい
う行為に力点が置かれている．他にも，この辺

りの適合性の判断は場面や個々によって異なる

ことが予想され，パラフレーズに関する客観的

な評価を困難なものにしている．

本手法には未だ不完全な部分もあり，改良す

べき点も多い．今後の課題を以下に示す．

入力の長さ 本論文では，入力を複合名詞，も

しくはそれらが「の」で結ばれたものと規定し

ているが，規定を満していても，入力の文字数

が長くなると，全く関係のない，誤ったパラフ

レーズを抽出することが多く見られた．これは，

平坦な重み付けと索引語の増加により，さまざ

まな意味をもつ候補が検索されてしまっている

ためだと思われる．

これについては，文脈情報の類似性の利用な

どで性能を改善できると考えられる．

重み付けの問題 3 年分の新聞記事に対して，
本手法の重み付けでは，多くの候補が同じスコ

アとなってしまう状況がよく見られた．従って，

評価尺度の見直しなど，重み付けの方法を洗練

する必要がある．

マッチング 本手法で行っているマッチングは，

おたがいの漢字が出現しているかを調べるだけ

の極めて単純なもので，性能がよいとは言えな

い．しかし，マッチングは重要な要素と考えて

おり，より性能のよいマッチングを行うことが

望ましい．

これについては，[12] などを参考にすること
で，性能を改善することができるのではないか

と考えている．

整形処理 修飾語がついたために厳密にはパラ

フレーズとはいえない出力が多数見られた．こ

れは，部分切り出しを文節以下の単位で行って

いないためである．我々は将来的にパラフレー

ズを情報検索に応用しようと考えているが，こ

の時，パラフレーズに厳密さが要求されるかど

うかは定かではない．この点に関しては更なる

観察が必要であると考える．

7 まとめ

本論文では，情報検索を利用したパラフレー

ズの抽出手法を提案した．この際，日本語の語

形成の特徴を考え，表意文字である漢字をイン

デックスとして情報検索を利用した．
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また，提案手法を実装したシステムを構築し

て実験を行った．その結果，いくつかの興味深

いパラフレーズが抽出でき，本手法の有効性が

確かめられた．また，誤った出力に対して，そ

の原因と解決するための対策を考察した．
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